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まずは自己紹介 

河村 聡人／Akito D. Kawamura (@aDAVISk) 

 専門: 太陽・太陽圏物理学、数値計算 

 来歴: ＞京都府立北嵯峨高校 

     ＞米国アラバマ州立大学ハンツビル校 (学士、修士) 

        (Marshall Space Flight Centerの外郭団体) 

     ＞京都大学（現、博士後期課程、附属天文台所属） 

 

   副業 (趣味) で古天文、アウトリーチ、宇宙天気、 

   AI、宇宙政策 (統計)など 

 

 SpaceApps Challengeには2016年から日本の運営側で参加 



去年の宇科連発表を縁に招待いただきました。 



1/2 : SpaceApps Challengeの紹介 



SpaceApps Challenge:  
NASAの全世界同時ハッカソン 

Å ハッカソン (Hackathon = Hack + marathon) 

Å NASAからチャレンジ(お題) が発表 

Å (オープンデータを使った) アプリ開発で解決 

Å 毎年4月頃の週末2日間 (2017年で6回目) 

Å 運営・資金繰りは各会場任せ。非営利で。 

2017年日本 (6会場、155名、43チーム) 
 東京 : 55名 18チーム 
 大阪 : 36名   9チーム 
 宇部 : 24名   7チーム 
 熊本 : 12名   1チーム 
 つくば:   9名   4チーム 
 会津 : 19名   4チーム 

2012 東京 
2013 東京 
2014 東京 
2015 東京、会津、福井、山口、肝付 
2016 東京、会津、福井、つくば、 
         相模原、宇部、熊本(震災で中止) 

会場数はUS、ナイジェリア、
バングラデシュに次いで世界
4位(UKと同位) 
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SpaceApps Challenge 運営概要:  
日本会場は個別運営＆運営協力グループ  
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Global Award審査 

利用 

NASA その他 

【運営】SpaceApps Japan 
 in Facebook（情報・ノウハウ共有、 
 人員融通、ЎайрЅ ） 
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69カ国 
187会場 
約25,000人 

spaceappschallenge.org 

… 



【運営】SpaceApps Japanの内情 

メンバー: 
Å 主にＩＴ系 
Å 宇宙関係者は少ない 
 

チャレンジの翻訳 
Å 英語が読めない参加者に配慮 
Å 原文はビジネス・工学・科学・日常の英語がごちゃ混ぜ 
Å 大量 
Å つらい (今年はGoogle先生にかなり手伝ってもらった) 
 

会場手配 
Å スポンサー探し・資金繰り 
Å 講師・メンター・審査員探し (特に宇宙関係が難しい) 
 



SpaceApps Challengeの大まかな流れ 

1か月ほど前: チャレンジ発表 (2017年は2週間ほど前) 
 
イベント当日 
① インプット (チャレンジ紹介・宇宙知識・IT知識) 
② アイデアソン (アイデア出し、ブラッシュアップ) 
③ グループ分け 
④ ハック (イベントの大半、一部泊まり込み) 
⑤ プレゼン準備 
⑥ Local Award審査 (プレゼン＆プロダクトのラン) 
⑦ Local Award審査の結果発表 

 
イベント後 
 Local Award受賞チーム(スポンサー賞除く)は 

Global Award審査のためのページと動画を制作。 



SpaceApps Challenge 2015のチャレンジ 

2015/04/11-12 
4カテゴリー 
35チャレンジ 
 
例 

Spacebot Stereo Vision 

Data Treasure Hunting 

Visualize the Asteroid Skies 



SpaceApps Challenge 2016のチャレンジ 

2016/04/22-24 
6カテゴリー 
36チャレンジ 
 
例 

Space Recreation 

Sea Ice App 

Don’t Crash My Drone 

Print My Rocket 



2017年のテーマは“Earth” 
地上観測データを利用した環境問題解決が目立つ 

2017/04/29-30 
5カテゴリー 
25チャレンジ 

 

 
spaceappschallenge.org 



2017年の特徴:  
Sustainable Development Goalsに関連付け 

例:  
And YOU can help fight fires 
 
Abstract 

Build a fire-monitoring and crowdsourcing tool that will allow local fire 
managers to respond to wildfires. 

 
Sustainable Development Goals (SDGs) 

Goal 11.5: By 2030, significantly reduce the number of deaths and the 
number of people affected and substantially decrease direct economic 
losses relative to global gross domestic product caused by disasters, 
including water-related disasters, with a focus on protecting the poor 
and people in vulnerable situations. 

 
 



2/2 : 衛星と社会と教育 
(以下、発表者の個人的意見) 



Point 1: コラボレーション 
(衛星データ活用)開発の3要素: 課題・知識・実装 

課題 

知識 実装 

やりたい！ 
でもどうしたら？ 

イメージはできる。 
でも形にはできない。 

形にはできる。 
でもなにを？ 

目的・要望 

コンセプト
デザイン 

要望・ 
使用感 

コンセプト 
デザイン・ 
データ・手法 

実装性の 
判断 

プロダクト 



Point 2: 子供の参加 

バカやる大人に混ざり、好きにやってよいと感じて
もらうのは非常に重要な教育だと思っています。 
 
 
 
 
子供の方がストレートな発想で作ってくるのでは？ 
大人がバカやる場所なら子供も気兼ねなく挑戦できる？ 



困ったこと、まとめ 

Å 宇宙・NASAと聞くと敷居が高いという人がいる 

Å 野郎どもの集まりになりがち (女性、子供の参加が欲しい) 

Å 宇宙＝わからない からスタートするとアイデアが 
  形にはまりがち (インプット次第？) 

Å アイデアソンのウェイトが大きい 

Å 運営側の宇宙の人脈が少ない 

spaceappschallenge.org はアイデアの入り口！？ 
 

会場は日本各地にあります。ぜひ最寄りの会場にご助力を！ 


